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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 558 ha

平成 22 年度　～ 平成 26 年度 平成 22 年度　～ 平成 年度

目標　　　安心快適で活力あるまちづくり

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

分 H21 H26

人/日 H21 H26

％ H21 H26

㎡／人 H22 H26

都道府県名 茨城県 小美玉市 　　　玉里・小川地区

計画期間 交付期間 26

目標１　：　道路，公園，広場，避難所兼用集会施設など根幹的な都市基盤の整備により安全，安心，快適にくらせるまちづくりの推進
目標２　：　文化，歴史，自然と共生した交流環境の創出
目標３　：　空港や公共交通機関の活用による交流人口拡大

玉里総合支所～小川総合支所間の自動車による所要時間
道路整備による移動時間短縮や渋滞の緩和の効果を計測するこ
とにより，交流促進基盤の充実度を計測する。 10

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

玉里・小川地区の公共施設の耐震化率
玉里・小川地区において身近な避難場所となる公共施設の耐震化
整備状況を示す指標 44.1

7

来訪者数 小川駅ターミナルの来訪者数
地区の玄関口となる小川駅の整備により，交流人口の拡大につい
て評価する指標 100 150

地区内移動時間の削減

90

公園面積の拡大 地域内の市民１人当たりの公園面積 地域内の市民１人に対する公園面積を示す指標 10.4 13.0

公共施設の耐震化率

本地区のまちづくりのポイントとなる地域特性として，「霞ヶ浦やため池，河川などの変化に富んだ多様な水辺が存在する地域」，「国道355号の周辺などに立地する大規模工場群を有する地域」，「国道355号周辺への商業・サー

ビス施設，住宅などの立地が進んでいる地域」などがある。

「霞ヶ浦やため池，河川などの変化に富んだ多様な水辺が存在する地域」は，霞ヶ浦をはじめとした良好な自然環境をもつ地域であり，旧玉里村には，「六井六畑八館八艘＝古井戸（六井）、畑（六畑）、古城跡（八館）、前方後
円墳（八艘）」と言われるなど，多くの歴史・文化遺跡があり，自然と文化を活用したまちづくりが進められてきた。

「国道355号の周辺などに立地する大規模工場群を有する地域」は，玉里工業団地があり，活発な企業活動がみられる地区であり，国道355号周辺は商業施設や，病院，学校等の公共・公益施設も多くみられる。このことから，地域

を横断する基幹的な公共交通機関である鹿島鉄道が平成19年3月末で廃線した後は，跡地をバス専用道化することにより公共交通の再生を検討してきた。

「国道355号周辺への商業・サービス施設，住宅などの立地が進んでいる地域」は，小川市街地を中心とした地域であり，小川市街地は古くは河岸として栄え，市街地には蔵が点在する。また，平成２２年３月に開港の茨城空港と近
接した市街地であり，鹿島鉄道の廃線後の利活用とあわせた市街地活性化について検討を進めてきた。

・地域の交通網整備による交流促進基盤の整備
・鹿島鉄道跡地の活用による公共交通機関の充実と，結節点整備，交流促進拠点の整備
・自然，歴史，空港等の地域資源を活かした地域のPRと交流拠点整備

・本市の人口は、平成１２年の５３,４０６人をピークに減少傾向にあることを踏まえ、人口減少や高齢化を踏まえた、安心・安全で住みよいなまちづくりを図ることが必要である。

・交通利便性の向上を核とした地域経済の活性化、さらには、茨城空港の利用促進に寄与する地域づくりを図ることが必要である。

本地区のまちづくりのポイントとなる地域特性として，「霞ヶ浦やため池，河川などの変化に富んだ多様な水辺が存在する地域」，「国道355号の周辺などに立地する大規模工場群を有する地域」，「国道355号周辺への商業・サー

ビス施設，住宅などの立地が進んでいる地域」などがある。

「霞ヶ浦やため池，河川などの変化に富んだ多様な水辺が存在する地域」は，霞ヶ浦をはじめとした良好な自然環境をもつ地域であり，旧玉里村には，「六井六畑八館八艘＝古井戸（六井）、畑（六畑）、古城跡（八館）、前方後
円墳（八艘）」と言われるなど，多くの歴史・文化遺跡があり，自然と文化を活用したまちづくりが進められてきた。

「国道355号の周辺などに立地する大規模工場群を有する地域」は，玉里工業団地があり，活発な企業活動がみられる地区であり，国道355号周辺は商業施設や，病院，学校等の公共・公益施設も多くみられる。このことから，地域

を横断する基幹的な公共交通機関である鹿島鉄道が平成19年3月末で廃線した後は，跡地をバス専用道化することにより公共交通の再生を検討してきた。

「国道355号周辺への商業・サービス施設，住宅などの立地が進んでいる地域」は，小川市街地を中心とした地域であり，小川市街地は古くは河岸として栄え，市街地には蔵が点在する。また，平成２２年３月に開港の茨城空港と近
接した市街地であり，鹿島鉄道の廃線後の利活用とあわせた市街地活性化について検討を進めてきた。

・地域の交通網整備による交流促進基盤の整備
・鹿島鉄道跡地の活用による公共交通機関の充実と，結節点整備，交流促進拠点の整備
・自然，歴史，空港等の地域資源を活かした地域のPRと交流拠点整備

本地区のまちづくりのポイントとなる地域特性として，「霞ヶ浦やため池，河川などの変化に富んだ多様な水辺が存在する地域」，「国道355号の周辺などに立地する大規模工場群を有する地域」，「国道355号周辺への商業・サー

ビス施設，住宅などの立地が進んでいる地域」などがある。

「霞ヶ浦やため池，河川などの変化に富んだ多様な水辺が存在する地域」は，霞ヶ浦をはじめとした良好な自然環境をもつ地域であり，旧玉里村には，「六井六畑八館八艘＝古井戸（六井）、畑（六畑）、古城跡（八館）、前方後
円墳（八艘）」と言われるなど，多くの歴史・文化遺跡があり，自然と文化を活用したまちづくりが進められてきた。

「国道355号の周辺などに立地する大規模工場群を有する地域」は，玉里工業団地があり，活発な企業活動がみられる地区であり，国道355号周辺は商業施設や，病院，学校等の公共・公益施設も多くみられる。このことから，地域

を横断する基幹的な公共交通機関である鹿島鉄道が平成19年3月末で廃線した後は，跡地をバス専用道化することにより公共交通の再生を検討してきた。

「国道355号周辺への商業・サービス施設，住宅などの立地が進んでいる地域」は，小川市街地を中心とした地域であり，小川市街地は古くは河岸として栄え，市街地には蔵が点在する。また，平成２２年３月に開港の茨城空港と近
接した市街地であり，鹿島鉄道の廃線後の利活用とあわせた市街地活性化について検討を進めてきた。

・地域の交通網整備による交流促進基盤の整備
・鹿島鉄道跡地の活用による公共交通機関の充実と，結節点整備，交流促進拠点の整備
・自然，歴史，空港等の地域資源を活かした地域のPRと交流拠点整備



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
整備方針１（生活道路の整備と骨格的道路網の確立）
　・来訪者のアクセス道路及び地域住民の身近な生活道路である市道については、改築整備を図る。
　・市内をはじめ広域的な誘客を図る幹線道路の強化を図るため、骨格的な道路網を構成する主要な幹線道路の改築整備を図る。
　・アクセス道路において来訪者を安全かつ快適に誘導できるデザイン案内板等の設置を図る。

・（仮称）田木谷上玉里線（道路：基幹事業）
・小川駅バスターミナル（市道玉5328号線）（道路：基幹事業）
・沿道案内板整備（地域生活基盤施設：基幹事業）
・玉里バス停ポケットパーク（地域生活基盤施設：基幹事業）

整備方針２（交流拠点の形成）
　・鹿島鉄道軌道部の周辺整備と，常陸小川駅構内跡地の整備を行うことにより，交通結節点としての機能強化を図る。
　・水辺等の自然資源，歴史文化資源を生かした交流拠点を図る。
　・公園施設環境の充実により、交流の場、地域振興の拠点づくりなど、魅力的な街づくりを図る。
　・交通結節点や公共・公益施設等を循環する地域公共交通バスの運行により，公共交通機関の充実を図る。

・小川駅バスターミナル施設（地域生活基盤施設：基幹事業）
・市道玉5328号線～（仮称）川中子線（道路：基幹事業）
・市道玉0888号線（道路：基幹事業）
・（仮称）大井戸湖岸公園（公園：基幹事業）
・玉里運動公園（公園：基幹事業）
・霞ヶ浦湖岸道植栽帯設置（地域創造支援事業：提案事業）
・鹿島鉄道跡地バス専用道化事業(関連事業）
・地域公共交通バス実証運行事業（関連事業）

整備方針３（生活安全施設，防災施設の整備）
　・小中学校をはじめとした施設の耐震化をすすめ，災害時には避難所として活用できる拠点の整備を行う。

・市立小川小学校耐震補強（地域生活基盤施設：基幹事業）
・学校施設耐震化事業［市内幼稚園・小中学校］（関連事業）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 市 直 L=570m 19 26 22 26 320 320 320 320

小川駅バスターミナル整備 市 直 A=3,000㎡ 23 25 23 25 94 94 94 94

市 直 L=400m 23 26 23 26 112 112 112 112

市 直 L=360m 24 25 24 25 56 56 56 56

公園 市 直 A=25,000㎡ 24 26 24 26 235 235 235 235

市 直 A=40,000㎡ 24 26 24 26 584 584 584 584

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 バスターミナル施設 市 直 A=3,000㎡ 23 25 23 25 75 75 75 75

玉里バス停ポケットパーク 市 直 Ａ＝80㎡ 25 25 25 25 8 8 8 8

地域防災施設 市 直 A=4,133㎡ 23 25 23 25 74 74 74 74

市 直 4箇所 25 25 25 25 5 5 5 5

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業

合計 1,563 1,563 1,563 1,563 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

市 直 L=2,800m 23 26 23 26 150 150 150 150

市 直 － 22 26 22 26 10 10 10 10

－

－

合計 160 160 160 160 …B
合計(A+B) 1,723

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

小美玉市 文部科学省 25棟 ○ 22 26 5,852
小美玉市・
石岡市 国土交通省 L=7,100m ○ 21 24 1,000

小美玉市 国土交通省 2路線 ○ 25 27 63

合計 6,915

交付対象事業費 1,723 交付限度額 689.2 国費率 0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分
（仮称）田木谷上玉里線

常陸小川駅構内

市道玉5328号線～（仮称）
川中子線

市道玉0888号線

（仮称）大井戸湖岸公園

玉里運動公園

－

－

－

－

常陸小川駅構内

かしてつバス専用道路

市立小川小学校耐震補強

沿道案内板整備

－

－

－

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

霞ヶ浦湖岸道植栽帯設置 （仮称）下馬場高崎線

事業活用調
査

常陸小川駅活用調査・事業効果分析

まちづくり活
動推進事業

－

－

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

学校施設耐震化事業 市内幼稚園・小中学校

鹿島鉄道跡地バス専用道化事業

地域公共交通バス実証運行事業（社総交Ｃ事業） 市内



都市再生整備計画の区域

玉里・小川地区(茨城県　小美玉市) 面積 558 ha 区域 田木谷，川中子，上玉里，下玉里，高崎，栗又四ヶ，小川の一部


